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地域共同研究センターについて

はじめに， 学園ニュ ー ス編集委員の方から紹介と
抱負などについて書くようにとの依頼がありました。
セン ターが発 足 したのが今年の 5月2 1日， そして学
報第2 83号（ 6 月 1 日） に［学内規則］欄にセン タ一
規則が紹介されただけでありますので， 乙の機会に
是非紹介させていただき教職 員各位のど理解とど協
力を載きたいと思います。
1 設置の経緯

本学将来計画（60年） の中に工 学部から提案され
たもので， 将来計画委員会（60年 5 月24日） !C.報告
された。 そして， 62 年度の概 算要求 として工学部か
ら出され， 本年 5 月2 1日に国立大学で第一号として
認可されたものです。

この実現に際しては全国で初めての試みであり，
学長， 事務 局長を始 めとして大学事務 当局の方々の
多大など協力， そして富山県も 「産学官共同研究」
はテクノポリ スの中心課題であるとの認識から，県知
事， 県議会を始 めとして各界（北陸 経済連合会， 富
山県商工 会議所連合会， 富山県商 工連合会，富山県
中小企業中央会， 富山県 経営 者 協 会 ，富山経済同
友会， 富山県技術 開発 財団， 富山県機械工 業会， 富
山県化学工業会，富山県鉄鋼金 属工業会， 富山県プラ
ス チック工 業会， 富山県電 子電 機工 業会） の強力な
ご支 援によって実現したものであります。
2 目 的

大学の研究， 教育の一層の活性化を促進するため
民間の活力即ち人と資金 及び社会のニー ズを導入す
ること。 そして民聞に対しては技術 者の育成と研究
開発 の支 援に協力し， 自主技術 の確立に協力するた
めです。 その他， 技術 相談や外国研究者とのジョイ
ン 卜研究にも対応するためです。
3 共同研究分野

本セン ターはメカ卜ロ ニク ス， 電 子テーパイス， 新
素材， バイオテクノロ ジー及び人工 知能とシミョレ ー
ション を主分野 として計画されています。
4 施設， 設備

センターの建物は工 学部の敷地内で富山商 業高校
寄りに建設中で， 第一期 分として 2 階建て1100平方
米で， 来年 3 月に竣工します。 63年度には2 000平方

地域共同研究セン ター長 官 下和 雄

米iζ増築の予定です。
設備は今年度分としては薄膜製 作装置である スパッ

タリ ング蒸着装置と， C v D装置， 分析装置として
熱分析一質量 分析装置， さらに薄膜単 結晶製 作装置
の分子線エピタキシャル成長装置もセン タ一内に設
置されます。 年次計画で順 次整備 する予定です。
5 職 員

現在は助教授 1 人及び客員教授 3 人が定員として
認められています。 乙乙での客員教授は民間機関に
在職 している人が対象となっています。 さらに目的
をより効果的に達成する為に技官， 事務 官の定員を
計画しています。
6 運 営

セン ター 長が運営委員長を兼任し， 工 学部， 理学
部， 教育学部， 教養部及びト リ チウム科学セン ター
から選出された16人の運営委員によって行われます。
（学則参照）
7 62 年度の 動き

(1) 富山大学として共同研究が 8 件契約されまし
た。 そのうちセン ター として引き 受けたものは現
時点 で次の 3 件です。

① 高誘電 率セラミック誘電 体を用いたE L 素
子の研究・・・・・・・・・北陸電 気工 業K.K
② 酸化物超伝導体の臨界温度と格子定数に関
する研究・・・・・・・・・北陸電 力削
③ 精密押し出し加工 によるねじれ溝の形成の
研究・・・・・・・・・石川播磨重工 業K.K

件数が少ないのは共同研究の申し込み期 限が年度
末迄でセン ターが発 足 したのが 5 月といえ事情に
よるものです。
(2) 乙れまでの共同研究の契約が主として， 民問
機関と教官の個人的なつながりに頼って行われて
きましたが，乙の度セン ター の発 足 に当たり，共同
研究の積極的な発 掘， 共同研究の適 切な組合せの
実現， そして社会のニーズの把握による研究意欲
の刺激という効果を狙って， 次の試みを実施しま
した。

① 共同研究テーマを学内の教官から募 集し，
そのテーマに対し民間機関に共同研究への参加

っ，山



の呼掛け。
② 民間機関から共同研究テーマを募 集し， そ
のテーマに教官の参加を呼び掛ける事等によっ
て積極的IL共同研究の実現を図ろうとするもの
です。

(3) 重複 になりますが， 近年， 研究が大型化，ハイ
テク化そして境界領域化してきており， 一人また
は一つの研究室単 位で研究を遂行する乙 とが困難
な状況になってきております。もし研究費と研究
協力者があれば， ζんな研究をしてみたいと幾度か
経験されている乙とと存じます。 とのような場合

iとは共同研究の利用をお勧めします。微力ながら
研究協力者の紹介K努めますので気軽にお申し込
みまたはど相談ください。

8 おわりに
凡その輪郭がおわかり載けたと存じます。 国立大

学一号として文部省を始 め全国の大学の注目と産業
界の期 待を担って生まれたばかりです。

今後， 初期 の目的iζ沿って一歩一歩着実に成長し
ていくよう努める所存ですので，教職 員各位のど協
力とご支 援をお願いして紹介を終ります。

� 新 任 教 官 。�

0パレ ストリ エリ ・エリ ザベ ス・プラウネル
外国人教師（人文学部） 62. 5. 20 

1986. 8. ウィスコン シン ・ミJレウォーキ一大 学
博士課程修了

( 1986. 8. 博士号（英語） ）
担当：英会話，英作文， アメリカ文学

特殊講義

0山崎登志成
昭55. 3 

講師（工 学部） 62. 5. 1 
名古屋大学大学院工学研究科博士
後期 課程単 位取得満期 退学
（昭和58. 3. 工学博士）
担当：電 力工学

0山本 健市 助手（工学部） 62. 6. 1 
昭58. 3 慶応義塾 大学経済学部卒業

On重田 E士＝，
7W 

昭55. 3 

担当：機械 的単 位操作

助手（トリチウム科学センター）
62. 7. 1 

富山大学大学院理学研究科修士課
程修了
担当；環境領域
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I was born in Detroit, 

Michigan, the oldest of the 

three daughters of Robert 

Brownell, a high school pnrト

c1pal, and Dorothy Ault 

Brownell, a watercolorist and 

011 painter. My father fos守

tered progressive education 

combined with discipline and my mother stressed 

mdependence and creativity. I received a B.S. 

m Education from the University of Michigan, 

and after my first marriage, taught in the public 

schools of Milwaukee, Wisconsin. I received a 

Ph.D. in English from the University of Wis

consin-Milwaukee in 1986. My previous publica

tions include poetry, fiction and literary critic ism, 

and I was the winner of the Bucksnort Press 

Prize for a poetry chapbook and the Frederick 

Hoffman Prize for an essay on Fzra Pound. 

人文学部外国人教師

Elizabeth Balestnen 

I will present a paper at the 1987 Convent10n 

of the Modern Language Association (U.S.A.) 

in San Francisco on the work of Andre Mal

raux and T.E. Lawrence. 

I am currently Foreigh Lecturer in American 

Literature and Language at Toyama University. 

My husband, Peter Balestrieri, is an artist who 

works in oils and watercolor, pen and ink. We are 

both enjoying the wonderful landscape of the city 

of Toyama and believe its mountains and seascape 

will engender many paintings and poems. We are 

learning to cook and to garden in the Japanese 

way, an art in itself, as well as enjoying new 

friendships with the fine members of the English 

faculty at the university. We hope, someday, that 

each of our six children will have an opportunity 

to visit this special place, and benefit, as we 

have, from the graciousness and generosity of the 

Japanese people. 
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新 任 の ご 挨 拶

5 月 1 日 付で電 気工 学科
に着任致しました。 私は富
山の出身ですが， 故郷に住
むのは高校を卒業後名 古屋
に出てから実に16年ぶり，
再び富山に戻ってくる乙と
になり本当に感慨深く思わ
れます。 学生時代から研究

生の時代ま で計12年を 名 古屋で過ごし， その後4年
間を東芝に在籍し， 川崎周辺に住んでおりましたの
で， 乙ちらに来た当所は学生が聞きなれない富山弁
を使う乙とにおどろき， また長年使いわすれた富山
弁を自分も次第に使い出している乙とにとまどいを
感じた次第であります。

現在週一回， 講義と学生実験を担当していますが，
初めての講義にその難しさを痛感しております。 も
うすぐ試験ですが， 自分が試験問題を出す立場K立
っとどんな問題を出そうか， とくに合格と不合格の
判定基 準をどうしょうか今から悩んでおります。 4
年生が相手 ですからあまり不可はつけたくありませ
んし， なるべく全員合格してほしいものです。 学生

ζ 

私はζれまで工 学部で技
官と して勤務 してきました
が， 乙の度，先生方のど尽
力により助手 として採用し
て頂だきました。 気持ちを
引き締めて頑張りたいと思
っております。

挨

私は約23年前lζ現在の富
山県立技術 短大 を卒業後 工 学部の機械工 学科機械
力学講座に技官として約 3 年間在籍し， そ乙では機
械 の振動等に関する実験に接 する乙とができました。

その後， 化学工 学科が新設された際に， 現在所属
している講座 （化学工 学科機械 的単位操作講座）に

工学部講師 山 崎 登志成

実験の方は毎回同じ 事を行なうわけですから困難は
ありませんが， 高電 圧実験とあってやや恐怖を感じ
ております。 何しろ東芝在籍中， 某H社において入
社 1 年の社員が高電 圧で感電 死したと聞いておりま
すから。

私の専攻は応用物理で， 学生時代は金属 の電 子物
性， 磁石材料 や半導体の薄膜工 学の研究を行ない，
東芝ではL s I の製造 プロセス技術 のうち主に金 属
の配線に関する量産技術 を担当致しました。 今後の
研究テーマについては， あまりいろんなことをやら
ないで何かに絞ってやった方が良いとおっしゃる方
もいらっしゃって， まだはっ きりとは決めかね て
いる状態です。 とはし、え， 遊んでいるわけにはいき
ませんから， とりあえず放射線検出器の開発研究，
スパッタリ ング による製膜技術 の研究を行なうべく
準備 中であります。 大 学や会社で身につけた事を活か
して， 独自のものを作っていければと願っております。

これから冬 に向いますが， 表 日 本の空の青い冬 に
なれてきましたので， 薄暗い北陸 の冬 がどんなであ
ったか楽しみです。

今後ともよろしくお願い申 し上げます。

拶

工学部助手 山 本 健 市

移りました。 当講座では化学プロセス における粒子
の諸科学， いわゆる粉粒体工 学についての研究がな
されています。 当講座の粉粒体工 学についての研究
内容が私がそれまでに体験してきた分野とは異なっ
ていたために当講座に勤務 し始 めた頃には専門知 識
もなく戸惑いました。 しかし，研究， 卒論 等の仕事
にも参加させてもらい， 研究方法や専門的知 識につ
いて色々と教えて頂だきました。

との聞に， 基礎工 学や数学， 統計学 等の知 識の重
要性を痛感しました。 そこで 乙れらを学ぶための
工 学系大 学の通信教育について調べてみましたが，
残念ながら当時そのような制度はありませんでした。
結局， 大 学の通信教育では数学や統計学を学ぶ乙と
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のできる経済学部に入学し， そこでは 主として統計
学的手法を用いる計量経済学に関心を持ち， 卒論で
は多変量解析法による需要予測をテーマとしました。
乙れらを通して， 人間の心理的効果も関与する経済
的な諸現象でも統計的手法を用いるととによってう
まく説明できるととの面白 味の一端を窺い知 る乙と
ができました。 乙のような統計的手法を当講座での
粒子形状解析 等の研究においても現在活用していま
す。

現在では，情報を伝えるメディアも多様化してお
り， 自然科学系大 学の通信教育も行い易い環境にあ
ると考えられます。 是非このような制度を整えて欲
しいものです。

話は変わりますが， 急テンポで発達する科学技術
の中にあって，大学の技官の方々にとっても益々高
度な専門的知識の修得が要求 されているものと思わ
れます。 しかし，以前lとも当欄で工学部の教官の方
が指摘されておられたように，現在のと乙ろ技官の
人達にはそのような学会等への参加や学会 発表のた
めの出張の制度（予算的措置） が認められていませ
ん。 科学技術 の最先端を歩むべき大 学で未だにとの
ような消 極的な措置がとられているのは全く時代錯
誤の感がします。 誰でも積 極的な情報収集活動や学
会での活動ができ得る制度の確立を切望しております。

最後に，何分新前の助手ですので今後共皆様のど
指導，ご鞭撞をお願いいたします。

新 任 の 御挨 拶

富 山大学トリ チウム科学
センターの助手として7月
1 日に着任いたしました。
乙乙で， 水素の放射性同位
元素であるトリ チウム（三
重水素） の環境，物性，反
応領域における理工学的基
礎研究と応用技術 について

研究を行う乙とになります。
私は富山大学理学部に在籍していた学生時代から

放射性同位元素を利用した研究を行ってきており、
放射性同位元素の使用と取 り扱 いに対して感情的な
抵抗感は無く， むしろ身近なものと感じております。

トリチウム科学センタ一助手 薗 田 。元

現在は， あらゆる意味で自分の責任が次第に重くな
りつつあると言う実感を持っております。

私がことで何を為し得るのかと言う問いには，私
が何を知 りたいのか， あるいは何を明らかにする必
があるのかを， それ乙そ懸命 に考えるととで回答出
来ると信じておりますが ， 為し得たととに対しては
独善に陥らぬため ， 是非とも皆様の御批判を頂きた
いと考えております。

どうか宜しくお願いいたします。

-6 



ロ ン ド ン 雑感

昨年 8月から約半年間 ， 主要な研究機関としてロ
ン ドン大 学精神医学研究所児童青年精神医学部門を
選び， 障害児の療育をテーマと して広く見聞して来
た。英国の療育的 needsを求 める障害児のCare K. 
関して， 公的サービス機関はもとより一般市民層に
まで広がる底辺の幅に強い感銘を 受けた。 臨床専攻
の期間としては中途半端なものであり， 決して楽で
はなかったが， 又 苦労 と表裏一体をなすような楽し
みがあった乙とも確かである。

研究所は， 医学部卒後の精神科専門医を養成する
英国精神医療の中心的存在である。市の南部， 都心
よりパ ス で約30分， 医科大学をはじめ2 ～ 3 の大 学
の集まる文京地区 のー画を占めている。一見良い環
境にみ えるが， 移民居住区 に隣 接しており， ロン ド
ン が今や多民族社会へと移行しつつある現実を直現
させられる毎日であった。他民族移民が多くなるに
つれて， もとから居住するイギリ ス人がどんどん郊
外に移転して行き， 今やロン ドン 人口の7 割が移民
で占められている。移民の密集する地域で犯罪発生
率の高くなるのはロン ドンとて例外ではない。市北
部の日本人の多い地域に住む気楽さを敢えて避ける
乙とにして， 私は移民居住区 に程 遠からぬイギリ ス

人宅に週 3 回夕 食付きの条件で下宿した。研究所ま
で徒 歩15 分という距離 の魅力 もさること乍ら， 家族
を伴わぬ身軽さから好奇心、が働 いたのである。下宿
はイギリ ス人の住宅街の中にあるのに周囲に防 犯べ
Jレをはりめぐらし， Forsaleの広告 をかかげで移転
準備に余念がなかった。ロン ドン では， レ ス トラン
の夕 食が一般に遅い。夜 道を歩くときは， 広く明る
い通りをえらんで迂回した。薄暗い路傍に複 数の黒
人青年がたむろしていようものなら， 酔は一時にさ
めはて， 身構え乍ら歩いたものである。 おかげで路
上の被害はなかったが， クリ ス マスに辛い想をした。
都心のホテJレに滞在せざるを得なくなった上に， パ
ス やタクシーの定らない乙とを知 り， クリ スマスイ
プの招待を断 る羽自になった。家 主がカントリ ーに
行くため留守宅に盗難保険をかけたのである。家主
はオック ス フォード出の引退弁護士であり， 親切だ
ったが泥棒には勝てない。ある時， 彼の学友である

教育学部教授 神 谷 重 徳

が立派な紳士の彼が， 真昼間の市中で、襲われた財布
強奪事件を慨嘆してからは一層用心した。自分の経
験でしか云えないが， アラブ 人やイギリ ス以外の白
人はさておくとして， イン ド人や年輩の黒人は概 し
て親切であるのに， その2・ 3 世代が問題となって
いる。日本が犯罪発生率の低い乙とで世界一安全な
のは本当に素晴しい乙とである。

移民は， その種類によって職 業の別ができている
ようである。私の専門領域でみると， 一般市中病院
の医師や専門職 にはイン ド人や黒人などもみかける
が， Postgraduate が学ぶ研究所ス タッフともなる
とイギリ ス 人の他Kはユダヤ人が少 しいる位のよう
である。あるスタッフは私に人を紹介 した後で， さ
り気なくユダヤ人と教えた。 他 の ス タ ッ フ は 私 に

ガイジン

「外人 ～Jと呼びかけたが， 彼自身が滞日中にそう
呼ばれており， 格別他意はない。エピソードといえ
ば， 11月にアン 王女が研究所を訪問している。コー
ヒータイムの折にスタッフが王女に紹介 され簡単 に
挨拶したのであるが， なぜかー外国人にすぎない私
にもその機会が与えられた。見渡してみたところ，
イギリ ス人でないのは私だけのように，思われた。下
手な英語に冷汗をかいたが， それも今では懐しく思
い出される。それにしても障害児療育への手厚い配
慮と他民族の扱 い方の差には， 異和感が残る。過渡
的なものであろうが， 民族問題は難しい。

ロンドン は， 都心の喧騒を別にすれば， 広い道路，
住宅， 公園に恵まれ， 空間がのびのびと広がる静か
な街である。 公園を横切って研究所に通ったが， 約7
分聞に見るのはリ ス や小鳥ばかりで， 極く稀iζ犬連
れの人lとすれちがった。犬の吠声を聞かないのが不
気味であったが， 休日になって多くの犬が群れて公
園の芝生を駈けまわるのをみて安堵したものである。
住宅の戸口や窓辺にさえも人影をまるでみかけない
し， 乗物も静かである。パ ス の車掌の大 方は黒人で
あるが， 彼らは切符をきるのみで， 乗客が頼まなけ
れば停留所案内をしない。旅人は降車にまごつくが，
大 多数の 乗客は慣れているから困らない。郊外電 車
もしかり。研究所も本当に静かなものである。疾駆
する車の騒音 や2 階までまい上がる砂ぼとり， そし

パキスタンの裁判官と 食事を共にした。色乙そ黒い て学生のマイク放送や楽器に悩まされる富大 研究室，
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それに 「雷鳥」やパ ス でくりかえされる車内放送を
思うと， 近年の日本が概 して騒々しくなり余裕を欠
いて来たように感じられる。

それはさておき， 広い庭 と公園や冬 枯れしない緑

の芝生に恵まれるロン ドン なのに，秋になっても虫
の声が聞かれないのは何故だろう。 次第に高くなる
虫の音 を聞き乍ら，彼我の違いに想、を馳せるのである。

ノて ッ フ ァ ロ に て

筆者の滞在したニュ ーヨーク州立大 学パ ッフアロ
ー校は， ニュ ーヨーク州の西のはずれに位置してい
ます。 バッフアロー市の位置をご存知ない方でも，
ナイアガ ラの滝のある所と申し上げれば，ど理解い
ただけるかと思います。 日本ではあまり知られてい
ませんが， チキン ・ウイング ス の発祥の地としても
当地では有名です。 市の人口は郊外を含めておよそ
50万人， 郊外に広くのびたアメリ カでは平均的な地
方都 市です。 むかしは， 鉄道や運河を利用して東部
や南部へも便利がよく， 製 鉄業を中心 とした重工業
が発展していたようですが， 現在ではアメリ カ経済の
地盤沈下と ともにかなり斜陽化した印象もぬぐえま
ん。 冬 には近くの五大 湖やジェット気流の影響もあ
ってか， アメリ カではもっとも雪深い地域の一つで
す。 乙の点 は， 日本の北陸 地方と非常によく似てい
ます。 バッフアロー市との姉妹都市がお隣 の金沢市
というのも，ある意味でうなずかれます。

バッ フアロー校は， ニュ ーヨーク州立大 学群cs
UN Yシステム） の中でも研究を中心としたもっと
も大 きな大 学院大 学ですが， 1849年に設立され，現
在ではおよそ4,000名の教授団を中心に， 学生数は
27, 000名でそのうち 7 0 0 0 名 が大 学院 生 です。
1973年にはダウ ン タウン からおよそ15マイル離 れた
郊外に新しいキャ ン パス を加え，そ乙に，アメリ カ
の比較的古い大 学としてはめずらしく近代的な建物

が集中しています。 移転前の大 学紛争期には ，パ ー
クレ イと並んで全米でもっとも学生紛争が激しかっ
たといわれています。 そのためニュー・キャン パス
設 置に際して， 室内で大 規模な集会が開かれないよ
う設計に配慮されたといわれています。 当大 学と我
が国の大 学との交流も深く， 国際キリ スト教大 学と
金 沢大 学とが姉妹校になっており， 近代的な学生寮
は金沢ど出身の建築家の手になる設計だそうです。

教育学部助教授 山野 井 敦 徳

アルトパ ック教授がおられ，乙の分野 では全米でも
っともス トロン クーな一つだという評価を得ています。
さらに今秋からは，コロン ビ ア大 学のある著名な比
較教育学者が招へいされることになっています。 比
較教育という国際的な性格や高い評価を 受けている
ということもあって， この大 学の比較教育学コース
は， きわめて国際的で色々な国々の留学生が所属 し
ています。 とくに発展途上国出身の留学生が多く見
うけられました。 もちろん， 乙乙には教授国の研究
対象国も反映されていますが と の大 学が州立大学
の中でも比較的授業料が安く， 地方都市なので生活
費もあまりかからない点 が， 留学生にとって魅力の
一つになっているのではないかと恩 われます。 中世
ヨーロッパ大 学の学生達は各国出身ごとに国民団を
形成していましたが，現代の多民族国家アメリ カに
あっても，発展途上国の留学生同志がある種 の国民
団らしきものをつくって自衛している様子は，誠に
興味深く思えました。

筆者は滞在中にいくつかの講義に出席する機会が
ありました。 乙の学部の 1 限目の講義は午後から ス
タートし， 最終クラ スは 9時すぎに終わります。 ア
メリ カの大 学院大 学はどともそうですが，シラパ ス
には前もって各時聞に必要なリ ーデング ス の文献が
提 示してあり， 1 週 間に平均して10冊以上の文献に
目を通さなければならないようです。 受講してみて
学生の出身国の多様さと同様， 年齢構成がきわめて
分散している点 にも驚かされます。 30代前後を中心
に40代，50代の学生もめずらしくありません。 ご存
知のようにアメリ カでは自らの生活費や授業料を稼
ぎながら， 大 学と社会の聞を往復して文字通りリ カ
レ ン ト教育を 受けているのです。 大 学自体が生涯学
習の機関として位置づけられているのです。 大 学当
局もこうした学習スタイノレに協力的で， 各種 の学内

筆者のお世話になりました比較教育コースには， アルバイトをあっせんしたり， ティーチング ・アシ
今春までアメリ カ比較教育学会長をしておられたゲ ス タ ン トシップの機会を提 供しています。 乙のよう
ール・ケリ ー教授， 同学会の編集長のフィリ ップ・ な学生への支 援のために，多くの大 学ではキャリ ア
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開発のためのカウン セラーや部局を設けています。
講義の様子については今さら筆者の蛇足をつけ加

える必要もありませんが， 受講生は 1セメスターに
何回かのレポート ， 口頭試閉それに小論文が課せら
れるため大 変なようです。 講義そのものは飲み物や
果物をもち込んで自由な雰囲気で行われるのには，
少々， 驚かされます。いずれにしましでもアメリ カ
で学ぶ学生は実によく勉強しますが， とくに発展途
上国からきている留学生は， 母国からの奨 学金 や母
国の政治状況を気にしながらの勉学で苦労 も多いよ
うです。比較教育学コースに所属する留学生の研究
テーマが 母国の教育に関連したものが多く， 資料蒐
集のため一時， 帰国することもあり， その出費も馬
鹿になりません。政状の不安定 な国からきている留

学生は帰国もままならない場 合もあります。 乙のよ
うな事情もあって無事ph.D.を獲得するまでの期間
は， かなりの個人差があります。

現在， アメリ カの大 学社会は学生消 費者時代が到
来したといわれています。学生数が減少すれば， そ
のプログラムは廃止され 大 学の教師も失業の危機
に直 面するわけです。 学生ばかりでなく， 大 学教育
を通して大 学教師のアカウン タ ビリ ティも問われて
いるわけです。 日米の彼我の差は大 きいわけですが，
乙うした恐迫観念にとらわれないで教育＝研究でき
る日本の大 学制 度は， ある意 味で幸せなの かもし
れません。ただ10年後の18 歳人口激減期を控えて，
日本の大 学はどのように変化するのでしょうか。

ベ ル ジ ア ン ・ ラ イ フ 寸描

昨年 9月半から 9 カ月， 文部省在外研究員として，
ベ ソレギー・アントワ ープ大 学のアメリ ン クス研究室
に滞在しました。 と と では， 私の見た， ベ ルギーの
人々の生活を紹介 しようと思います。

ベ ソレギーは， 人口 1, 000 万， 九州よりやや狭い面
積しかないヨーロ ッパの小国ですが， E C本部， N
AT O本部を置くヨーロ ッパの中心でもあります。
緯度は50 度を越え， 樺太の中心位ですから， 夏 は夜
11時近くまで明るく， 歩道一杯lζ張り出したテーブ
ノレは， 銘柄毎に異なるカップでビ ーjレを楽しむ人々
で埋まります。反対に， 冬 は夕 方4時過ぎ迄しか明
るくありません。 天気は， 固まぐるしく変り， 細い
粒の雨が降り， 霧もかかります。ベ ルギーの典型的
な天気は， と聞けば， 雨と答が返って来ます。ベ ル
ギーはラテン 文化とゲjレマン 文化の接点 にあり， オ
ラン ダ語・フラン ス語・ドイツ語が公用語です。 オ
ラン ダ語圏の中心， アント ワ ープで暮した私ですが，
私の話す英語に問題はあっても， 人々は大変流暢な
英語で答えてく れました。 ベ ルギ 一 人が5 人居れば，
ヨーロッパ中， 言葉の問題無しで旅が出来ると言う程 ，
言葉の達人達でした。 3 カ国語を話せるのは当り前，
秘書の募 集公告 に， 英語・ドイ ツ語・フラン ス 語の
他に， ロシア語かスペ イ ン 語， あるいはイタリ ア語
の， 話・読・書を条件 として挙 げていたのには驚き

理学部助教授 岡 部 俊 夫

レ オ・ビデオは高価であるにも拘らず， 日本製 を持
つ乙とが誇りであり， カメラ・時計 ・電卓は， ほと
んど日本製 品 しか店に置いてありません。 圧倒的な
日本製 品に， 貿易摩擦の重大 さを知った思いでした
が， 少くとも， 巷間では日本への反携を自にする乙
とはありませんでした。それどζろか， 数年前のN
H K朝のドラマ「おしん」が放映され， 好 評を博し
ている乙とを知りました。 初め， 3 日聞に渡る， ダ
イジェスト 版を放映したと乙ろ， 大 変な視聴率を得，
再度， 日本でと同じ帯ドラマの形式で， しかも， 夜
8 時のゴーノレデン タイ ムに放映されているのでした。
とは言え， デノfートの大 売出しで ‘KAMI KAZ 
E’ キャン ペ ーン ・セールを自にした時は， 彼等の
日本理 解を喜べない気持になってしまいました。

ベ ルギーには， ヨーロッパ最古の大 学のーっと言
われるjレーパ ン 大 学が， 大 学街と共にその伝統の重
さを今に伝えていますが， 私の滞在したア ン ト ワ ー
プ大 学は， 1965年創立の新しい国立大 学でした。入
学は無試験ですが， 毎年 3 分のl以上が落第し， 卒
業出来るのは， 入学時の 3 分のl だという乙とでし
た。 「大 学の評価を高めるためには， 乙の厳しいラ
イ ン を下げる訳にはいかない。 」と言った教授の自
信に満ちた言葉が印象的でした。 卒業生の内から数
人が， 大 学から給 料を貰うか， 企業からの奨 学金 を

ました。 ベ ルギーの人達の日本観について， 確かな 得て研究員となり， 学位を目指します。 研究室では，
と とは判りません。 車の5 台に 1 台は日本製 ， ス テ 教授と研究員の， 時には口論のようなオラン ダ語の
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議論がよく聞かれます。 敬語lζ気を配 る必要なく
はっきりと自分の考えを話せる言語に羨望を覚えま
した。また，教授 ・研究員・技官の別なく，お互い
をファーストネームで呼び合う のにも驚かされまし
た。彼等研究員は，その体格のせいばかりでは無く，
私に は大 変大 人っぽく感じられました。振舞いも，
落ち着いており，何より甘えが感じられません。毎
週 ，金曜 日の昼休み時聞に，研究室挙 げて スポーツ
ハウスに繰り出し，スコッシュ を 楽しみます。ある
時，R技官が小学l年生の男の子を連れて来ました。
研究室の一人一人が，握手 の手 を差し伸べ，大 人同
志と全く違わぬ挨拶を交すのでした。小さい頃から
大 人とじて扱 われる彼 等と，大 学生になっても，ど
乙か子供扱 いされる日本の学生との違いは，言語と
それを育んだ日本社会そのものから来るように感じ
ました。

研究員のN 君の結婚披露宴lζ招かれました。教会
での式，誰もが出席できるティーパーティの後，親
戚・恩師・友人達を招いての盛大 な宴です。アンテ
ィークの好 きな彼等らしく，元レ ンガ工場 の一部を
利用した郊外のレ スト ランが会場 でした。新郎 新婦
と二人の両親が客を出迎え，乙の時，祝いの品を手
渡す人もいます。結婚する2人は前もって店 を決め，

食器 等の欲しい物のリ ストを作り，預けておきます。
招かれた人達は， 乙の店 に出掛け， リ スト の中から
自分の財布に合った物を 選び，贈るのだそうです。食
前酒を飲みながら立話する内に， 客が揃った頃，給
仕人が人々を 食堂へと案内します。部屋の一隅に，
見事に飾り付けられた料理 が置かれ，それを愛でた
後，各自のテーフツレに着きます。シャンペ ン ，ワ イ
ンを供される内に，給 仕入の案内で，好みの料理 を
皿に盛って戻ります。魚料理 ，肉料理 と2 度。やが
て， 食べ終えた頃， 新郎 が短い挨拶の後， 2 人だけ
のファースト ダンス に拍手 が送られます。次いで，
花嫁は父親と，花婿は母親と踊ります。 2 人がパー
ト ナーを変えて行く内に，踊りの輸は次第に広がっ
て行きます。途中， ウエディング・アイスケーキが
周囲に花火 を閃かせながら運ばれた時と，友人によ
るカ ップル紹介 の寸劇が演じられた時の他はダン ス
が続きます。曲が次々と変り ワ ルツもあればロ ッ
クもあります。夜半を過ぎ，存分にダン ス を楽しん
だ人々が帰り始 めます。それでも，ラストダン スは
朝 方 6時だったそうです。仲人の挨拶も無ければ，
主賓の祝辞も無く，司会者の誘導も無く，それでも
人々はパーティを存分に楽しむ姿に， やはり成熟し
た社会を見た思いでした。

留 学 漫筆
外国人留学生（人文学部）

孫 久富（中国）
ソレ 天地タlレ者ノ、高物ノ逆旅ニシテ
光 陰タノレ者ノ、百代ノ過客ナリ

山紫水明の富山iζ来て はやくも半年が過ぎ去っ
た。光陰の早さを嘆きつつ，厳しい残暑の中をと の
学園ニュ ース の小文を綴ると， 過去のあれ乙れが思
わず私の脳裏を去来する。つぎはその幾つかの断片
を書いて置く。

故国東来

一李白
実は日本への留学は私の長年の願いであった。特

に日本文学の翻訳と研究に従事してから，そういう
願いを さらに募 らせた。万葉の夕波千鳥，棚無小舟，
古今の花鳥風月，竹林蝉鳴，芭蕉の寂々たる古池，
東大寺 の夕べの鐘の音 ，雪舟の水墨絵，千利休の茶
道……，いずれも私の心を引き付ける。そして， そ
よ風の吹くさやかな月夜 ，散らつく桜の下で，清酒

恩師山口博先生のど推薦により 文部省の国費留 を唄り しなやかな着物姿の乙女の踊りを目の前iζ
学生として富山大 学に来たのは今年の一月末頃であ して，文人の三々五々が古今東西を語り，短歌や漢
る。 詩を吟 じたりするという大和の風情を身を以て体験

初冬 の寒さが身に染みる古都の北京を離 れ，飛行 し，日本文学の百花苑で，芳しい香りを嘆ぎ，清ら
機が苦々たる雲海を渡っている時，一種 の宿望を達
した喜 びが私の胸 を躍らせる。

かな花びらを摘んで，ゆっくり鑑賞するのは私の憧
れる夢であった。
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しかし， 人生いつ幸運に恵まれるか計り知れない
ものである。

大学で勉強するとき，そういう夢を抱きながらも，
生憎両国の関係、は「盈々たるー水の間， 脈々として
語るを得ず」という状態にあったため，留学どとろ
か， 日本の文学作品もろくK親しむととができなか
った。その後，幸い国交が回復され，交流の機会が
多くなってきたが，私の場合は，授業，翻訳， 研究
に追いまくられ， なかなか日本へ来る機会を得なか

司，＿dコト」O

1984年，私は幸運にも日本学研究センターに入り，
和歌研究の大家，山 口博先生のど指導を載く機会lζ
恵まれた。先生は客員教授として，一年間北京で教
鞭をとっておられたのである 。

研究セン ターで，私の専攻は「万葉集』だったの
で， 先生とのつき合いがだんだん深まり， たびたび
先生のお泊まりになっている友誼賓館に行って，夜
遅くまで教えて載いた。そのとき，先生は中国学界
との交際が広く， ときどき文章も依頼され， 忙殺の
中におられるにもかかわらず いつも丁寧に教えて
くださった。

先生の研究分野 は広かった。日本古典文学だけで
なく， 中国の古典文学もよくわかり，中国の劇曲に
も興味が深かった。あるとき， 先生のど要請で， 私
は先生を伴って遼寧大学を訪れた。4 日間の日程 で，
先生は講演，座談会， 見学などのハードスケジュー
ルの中を， 遼寧省の評劇団の名優たちとも交流をな
さった。北京におられる聞にもよく中国社会科学院
の教授， 日本文学研究界の泰斗李舌先生に招かれて
京劇を鑑賞した。

先生lζ影響されて， 私の学問の視野 もだんだん広
くなった 。研究センターで， 私は先生の指導の下に
『平家物語.］ ILついてレポートを書いてから， また
「山 上憶良の 『貧窮問答歌Jと白 楽天の『村居苦寒』
の比較」という論文を作成し， それは国際交流基金
の論文集に掲載された。その後，中日比較文学の研

究をさらに深めようとした矢先，残念ながら，先生
が中国での任期を終え 帰国の途に立たれた。

人間の巡り合わせは実に妙なもので， 2 年後iζ私
は国費留学生として， 先生のおられる富山 にやって
くることができ， そして先生の ど指導の下に， いま
までの研究をつづける乙とができるようになるとは

一杯。飛行機の中で， 私はふと「遠くて近きもの，
極楽。舟の道。人の仲。」という『枕草子 』の中の
一句を思い出し，そして， 自分の感謝の気持を一首
の拙詩に託した。

学海十載望扶桑，春風秋雨幾初種。
今朝有幸逢伯楽，故国東来著華章。

念願の地
日本に着いた翌日， 東京で作家野 間宏氏のインタ

ビューをしてから私はさっそく富山 に赴いた。途中，
列車が長野 を過ぎてから， 車窓の景色は変ってきて，
青空の広がる関東平野 と裏腹に，川端康成の「雪国」
の世界となった。周囲の山 脈は勿論，農家も道も畑
も，麓まで一望の広い野 原は果てしない白 一色。

実は乙の天ざかる白 い国 み雪降る越中は私にと
って， けっして未知な所ではない。大学院で万葉を
研究するときに，私はかつて家持の詠んだ「山高み，
川遠白 し， 野 を広み，草とそ茂き」という雄大な風
景に魅了されたことがある。それより，今， もっと
私の心を引し、たのは， 何と言ってもととの万葉舞台
としての価値である。

昔， 万葉歌人は乙とをノイックにして幾多の清美な
歌を詠んだ。特に家持の旺盛な作歌活動により，乙
乙は万葉の最大の舞台になった。それ以後，宗祇が
万葉の跡に杖をひき， 「越中に万葉の心を思ひて」
と題して作句し， 近世には大淀三千風，芭蕉らの名
俳人がいずれもこの越中の道を踏みたどっている。

乙のような昔に輝き，人に歴史の重さを感じさせ
る土地に， 今日私はついに先人の跡を追って訪れる
ことができた。興奮すると同時に，私は何だか使命
感というようなものを感じた。

富山 で私の住まいは先生が前以てさがしてくれた
神通川のすぐそばにある鴨島のアパート で，大変静
かな所である。部屋の生活用品は何から何まで， す
べて先生の家からいただいたものである。私の留学
生活はと乙からはじまった。

最初の中，思師のほかに， 友達もなく，知り合い
もなかった。毎日，六畳の部屋にとじこもって，本
を読み，字を書き， さもなくば，外へ出て散策した。
アパート の囲りの風景は，雑踏する市内と対照的IL.'
静かで，筒麗だった。遠くに中国の西域の天山と比肩
する立山は銀扉風のような雄姿を見せ， 近くに神通

思いもよらなかった。乙れはすべて富山大学のど好 川の清流は夕日K照らされて， いっそう碧く清らか
意と恩師のど尽力のたまものだと感謝する気持が胸 に見えた。

- 11-



との陶淵明のような 「採歌清川畔，悠然見立山」
の生活は清淡で，うら淋しく思われるが，学問の研
究には持って来いだった。私の 「万葉集と詩経 との
比較研究」という新しい論文 （幸い，近頃，国際日
本文学研究集会の大会発表K入選通知を受け取った）
の作成も，思師のど指導の下に、 そのときから着手
しはじめたのである。

ところが， 4月に入ると，案外，私の乙うした静
かな生活に大きな波紋を投じる乙とがあった。富山
県の短歌大会に招かれて，私は中日両国の詩歌の交
流史を講演するととになった。

その日，恩師に紹介されてから， 私ははじめて異
国の講壇にあがった。鼓動の高まりを押えきれない
せいか，大勢の歌人を目の前にして，私は思わず胸
がドキドキした。幸い， 下にお坐りになっている思
師はしきりにやさしい眼差で私を励ましてくださる
ので，私は勇気づけられ ，スムーズiζ話ができた。
午後，歌評iζ入り，それぞれの歌について，盛んな
論評が展開された。その場面を見て， 私は思わず万
葉の梅花宴を思い出し，そして感激と詩情にかりだ
されて，私もつぎのような言葉と漢俳を書いて大会
に献じた。

仲春令 月，気清風和，群芳事艶於四野 ，百鳥競日韓
於茂林。余応富山 新聞社之逝，欣臨越国春歌盛会。
憶両千余載友好 之青史，観文化交流盛況之空前，感
慨万端，情不能禁，故柳小詩幾首 ，謹表祝賀之意。

震言葉洗軽塵 越国歓宴百鳥吟 野喉報春臨
往事越千年 高葉歌壇有遺篇 清輝照碧轡
和漢一水分 黄鵬子規結芳隣 隔岸唱清音

短歌大会の交流で，私がつくづ《感じたのは日本
の年輩の方の勉強の意欲と教養の高さというととであ
る。普通の家庭の主婦もすばらしい短歌をつくれる。
乙れは中国ではちょっと想像しがたい光景である。
それはほかでもなく，明治維新を経てからの百年余
りの文明の蓄積と勤勉向学の国民性のたまものだと
私は思う。そ乙から，私は何だか日本の今日まで発
展してきた秘密めいたものを見付けたような気がす
る。

交流のお陰で，友達がずいぶん増えた。しかし，
それらの友達はほとんど年輩の方で，日本の若い人
とのつき合いはなかなかむずかしし、。私は何度か，
すすんで学部の学生と話をしたが，残念ながら，学
生のほとんどは話がすきでないようで，何を聞いて

語しか出なかった。授業の中でも，彼らはけっして
中国の学生のように活溌に発言しはしない。中国の
学生を教えた経験のある私は日本の学生のおとなし
さに感心した。しかし， 5月に入って，私のそうし
た印象とまったく違う場面が出て来た。それは大学
祭のときであった。学生はみんな別人のように変っ
て，焼そばを売る男性も女性も大きな声でお客さん
を引っぱった。その光景はまったく想像もできず，
目をみはるものであった。それで，私は日本の青年
を理解するには，もっとその世界に入らなければと
思った。

異国芳情
社会仕組の違いがあるためであろうか，日本の方

々は，中国人のように日中友好 なぞを口に乙そしな
いが，個人と個人のふれあい，友情を大事にしてい
るようである。

富山に来て，富山の人々の内気な友情を肌で感じ，
それを思うだけでも胸 が熱くなる。

アパートのおじいさんは一人で淋しいだろうと言
って，自分のテレ ビを私に借してくれた。あざみ短
歌会の方々も「せっかく日本K来たんだから，いろ
いろ見せてやりたいJと言って，何回も山の中に案
内してくれた。富山新聞社の野 島先生は私が和式の
浴衣姿がすきだとわかって，わざわざ新調してくだ
さった。学校では，恩師は勿論，山口幸祐先生の授
業も拝聴させていただき，一度，近現代文学につい
て，高論をうかがった乙とがある。生活の面では，
人文学部の学生課の方々にいろいろとお世話になっ
ている。特に忘れられないのは，私が引っ越しをす
るとき，主任の渡謹女史はみずから若い人をつれて
きて手伝ってくれた。人文学部の先生方だ けでなく，
教養部の気賀沢先 生，谷井さん，山ノ下さんにも
よく面倒を見てもらい，また図書館の方 々も私の研
究のために親切にしてくれている。そういう人たち
に私はただただ感謝，感激するのみである。日本の
方々のど芳情はただ私一人だけに対するものではな
く，広い意味で言えば，中国， 中国人民K対するも
のだと私は思う。乙れから中日両国の文化交流，互
いの理解，そして友好 の事業に徴力でありながら，
頑張っていきたいと決意する。

小文はこれでやっと結びになった。ペンを置いて，
タ自に照らされて金色に波打っている稲田K目をや

も，ただ「あれ，へえ，ほんと，すごいJという単 ると，私は光陰の早さを嘆きつつも，新しい希望の
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焔が胸 で燃えあがっているのを感じる。
先生は 「学問の世界で早く一人前になって， 文化

交流のために役立とう」と私に期待している。 私は
その期待にそむかず， さらに一生懸命 努力しなけれ

ばならない一－…。
月日は百代の過客にして
行きかふ年もまた奮闘せざらむや。

1987年 9 月 1 日

西ドイツロイトリンゲン教育大学留学で私の得たもの

私は， 昭和61 年9月から62年7 月までの11カ月間，
西ドイツのReutlingen教育大学に，文部省教員養成
大学・ 学部学生海外派遣制度によ って留学をしまし
た。 富山 大学教育学部からは， 乙れまで12 人の学生
が毎年同大学へ派遣されており， 私が13人目の留学
生となりま した。

Reutlingenは，西ドイツ南西部のBaden-Wiirtem
berg州にある，人口約10万人の小都市です。 周りは

Schwartzwald （黒い森）やSchwabisch Albとし、う
森林地帯に固まれ， とても自然に恵まれた所です。
西ドイツに到着した最初に目を奪われたのは， その
緑の美しさでした。 四季を通じての変化には， 日本
とはまた違った趣がありました。 乙うした環境の中
で， 私は11カ月を過ごしたのです。

大学では， 音 楽と教育学を中心に勉強しました。
富山 大学教育学部の諸先生方の御指導のお陰で， 多
少ドイツ語には自信めいたものを持っていた私でし
たが， ゼミナールに出ても最初は何も理解できず，
ただぼんやり座っているくらいなら途中で帰ってし
まおうと思うこともしばしばありました。 しかし，
一緒に学んでいた学生達は， いつも 「わからない事
があれば質問して下さい」と声をかけてくれ， 私の
ノート をそっとのぞき乙んで綴りを直してくれたり，
質問をすればイヤな顔ひとつせず丁寧に教えてくれ
ました。

また， 少しでも早くドイ ツ語がうまくなりたいと，
Reutlingen 市民大学で外国人の為に聞かれている
ドイツ 語教室に通ったのですが， そこでは， イギリ
ス， フラン ス，ポーラン ド， ユーゴスラビア， トル
コ， イラン、 エチオピア， ブラジノレなどから来てい
る様々な人達と共に勉強しました。 彼らは， ドイツ
人と結婚した人・難民・亡命 者・学生などいろいろ
な理由でやってきた人達ですが，いずれも西ドイツ

教育学部中学校教員養成課程

音楽専攻 3年次生 篠 川 佳代子

法的にはめちゃくちゃのドイツ語を話します。 しか
し， ちゃんと通じるのです。 そして楽しそうに先生
や友達同士で話しているのを見ると，一番 よくドイ
語を学んできたのに雑談も出来ない私は， いつもう
らやましく思ったものでした。 同時に西ドイツに来
てもうすぐ 1 年だと言っている彼らが，全く言葉を
知らずに来た乙の 1 年間， どんなにかつらい体験を
してきたことだろうとしみじみ感じ， また大いに励
まされたのです。

乙のような多くの人々の援助と励ましのお陰で，
私も少しず．つ講義やゼミナ－Jレを理解でき るように
なり， 生活にも慣れていったと思います。

とζろで， 私は大学近くの学生寮iζ住み， 学生達
と文字通り寝 食を共にじました。 また， 大学の合唱
団lζ所属してイタリアへ演奏旅行に出掛けたり，冬
には スキーツアーに参加したりと， ドイツ人とまさに
2 4時間行動を共 にする機会を多く持つことが出来ま
した。

そ乙で私は， ドイツ人と日本人のギ ャ ップに悩む
乙とがよくありました。 私が合唱団の演奏会で一度
失敗をした時は，皆はっきり私のととを非難しまし
たし， みんなの中で私が会話せず黙っていると， わ
からないのなら質問しなければだめだといつも注意
されました。 ドイツ人同士でも，自分の意見・主張を
はっきりと持っているので，時にはけんかをしてい
るかと思う程 激し く議論をします。 また， 自分の時
間を大切に考えでいるので，寮の 食堂でも自分 1 人
で 食事をすますときっと部屋へ戻っていってしまい，
さびしく思うととがよくありました。 そのような最
近の西ドイツ人の個人主義・自己第一主義的な考え
方を厳しく感じる一方で， 私もあんな風に強くなり
たいと切実に願うようになったのです。

そうした5 月のあるa， 私は突然自分が変わった
lζ来るまではドイツ語を習った 乙とはないので， 文 乙とに気付きました。 それまでは自信がなくいつも
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くよくよと悩んでいた自分が ，ありのままの自分を
認め，意見をはっきりと述べる力強い人聞になった
ような気がしました。人と 会ったり話を聞く乙とが
好 きになりましたし，いろいろなと と に興味がわいて
生きる乙とがとても楽しくなったのです。それは，
私にとってとても大切な変化でした。以前は， 人間
はそう簡単に性格を変える乙とが出来ないと思って
いましたが， 日本とは全く異なる環境の中で生活し
て， 私は変わる乙とが出来たのです。その意味でも
この留学は， 私にとってかけがえのない重要な体験
であったと痛感しています。

乙うした貴重な体験が出来たのも ，教育学部長の

野 村先生や諸先生方，学部・会計係の方々， その他
の多くの人々のおかげと思います。本当にありがと
うございました。 また，西ドイツで第1回目の留学
を受け入れて 下さったシュティーフェlレ教授御夫妻
と今は亡き大塚教授とその奥様が， 乙の留学の道を
開いて下さり， 今までの12人の先輩方がその伝統を
引き継いで乙られたから乙そ， 私も乙の幸運iζ恵ま
れたのだと思います。今後は， この体験を糧として
さらに頑張ってい乙うと思います。また， 乙の留学
制度の伝統を守って，多くの人達が乙の素晴しい体
験をできるようにと祈っています。

学内交通対策について………学問の府を守りましょう

文明の利器である車は一面人を殺傷する凶器とも
なり， 耐えられない騒音源ともな っています。あな
たはもっと安全に自由に学内を歩きたいと思いませ
んか。爆音lζ悩まされずに思索にふけりたいとおもい
ませんか。多分誰もが現在の学内の交通事情は殆ど
無法状態と思っているのでは担いですか。例えばノイ

イクは 8 : 30 ～17 : 30構内通行禁示の標識が入りく
ちに立っていますが， アメリカ西部の荒くれ男が馬
にまたがって平和な町をじゅうりんするように爆音
要かせて学内のメイン ストリ ートを堂々と突っ定っ
ています。車を利用する人はその便利さに慣れてつ
い他人の立場を忘れ易いものです。

現在，富山 大学構内交通規制に関する暫定要項及
び暫定実施細目が昭和53年に制定されて以来多少の
改定もされていますが， その中 の主な柱の 一 つに
駐車登録制があります。これは必要止むをえないと
認められる車のみ構内の駐車を許可する乙とにより，

判明している交通事故発生件数

富山大 学構内交通対策委員会

委員長 中 村 良 郎

違法駐車をなくし， 歩行者の安全確保，教育 ・研究
の環境保全を計ろうというものです。乙の駐車登録
制が完全に守られたとしても四輪の場合， 駐車登録
者1, 172人 （62年 5月現在） ， 駐車場許容台数63 0
台， 駐車場以外の駐車可能地域の許容台数252台と
いう状況で，遅く来れば駐車出来ないという乙とも
ありえます。従って，駐車出来そうもないと予想され
る時は車では来ないというのも立派な見識でしょう。

現在の富山 大学構内交通規制に関する暫定要項で
は， 駐車違反及び駐車登録違反に対して取りうる措
置は口頭の注意以外せいぜい注意書の貼付位しか出
来ません。次の段階としては他大学のように各門の
入口で不要な車を追返すような抜本的措置を考えな
ければならないのではないでしょうか。我々大学に
ある者としては， 規則でしばられるよりは自発的な
意思で学内の秩序を守りたいものです。全学の教職
員， 学生の皆さんに御協力をお願い致します。

昭和 62年
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月月 分

件 数 2 6 3 1 2 
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昭和62年度富山大学公開講座

一現代を考えるー

時の流れは過去，現代，未来と続く 1 次元1方向
性のもので あるという把え方がある。 私達が未来を
より有意義iζ生きてゆくために過去を踏まえて ， 人
文科学・自然科学の両面から多角的に現代について
考える。

（講 座 の 名 称）
現代を考える

（開 設 期 間）
昭和62年 9月25日 （金 ） ～10月17日 （土）

（開設 日 数・時間帯）
11日 間，午後6 時～午後 8 時じだし 9月26日一…～

3時30分と午後 3 時40分～5時40分
10月17日（土） は午後2時～4 時

（講 座 内 容）

（募 集 人 員）
一般成人 70名

（会 場）
富山 大学工学部 1 06 大講義室

（受 講 料 ）
4,200円（受講料の分納はできません。
なお， 既納の受講料は還付しません。 ）

（申 込 方 法）
下記の受講申込書に記入のうえ， 受講料 を添え
て直接大学へ持参されるか，現金 書留で郵送し
て下さい。

（申 込 期 間）
昭和62年 8 月 1 日～9月24日

（申込み・問合せ先）
• 930 富山 市五福3190

富山 大学庶務部庶務 課まで
岱 （0764) 41 - 1271 （内線205 ' 206) 

回 数 期 日 講 義 題 目 講師氏名 所 属 ・ 職 名

9 月25日（金 〕 生命 と現代社会 小黒 千足 理 学 部 教 授

2 26 日 （土） 食文化の変遷 一鮮を中心としてー 中川 昨 教 育 学 部 教 授

3 26 日 （土） 伝染病との闘いの後を顧みて 柳田 友道 富山 大 学 名誉教 授

4 28 日 （月） ロシア文学と現代 矢津 英一 人 文 学 部 助 教 授

5 30日 （水） 公共部 門の成長 その要因と限界一 古田 俊吉 経 済 学 部 助 教 授

6 10月 2 日 （金 ） 電 学生の訴え” から 中村 岡4 保健管理セン ター教授

7 5 日 （月） 超伝導物性研究の動向 森 克徳 教 養 部 教 授

8 7 日 （水） 麦粒子と宇宙 松本 賢一 理 学 部 教 授

9 9 日 （金 ）
リ スクの保障と予防

武井 勲 経 済 学 部 助 教 授（リ スクマネジメントの思潮）

10 12日 （月） ” 粉” を科学する 杉本 益規 工 学 部 教 授

11 14 日 （水） アフリ カから現代を考える 富川 盛道 人 文 学 部 教 授

12 17日 （土） 半導体物性研究の新しい動向 龍山 智柴 工 学 部 教 授

「円υ



一高齢化社会を考えるー

近い将来， 5 人 K. 1 人が老人という「高齢化社会J
を迎えようとしている。 その中で，誰もが 「安定し
たゆとりのある老後の生活」を望んでいる にもかか
わらず，健康はもとより，年金 ・ 保険制度の改正 や
核家族化の進行など によって，老後の生活に不安を
抱いている。誰も避けて通る乙との出来ないこの老
後の生活という問題を，さまざまな角度から考察す
る。

（講 座 の 名 称）
高齢化社会を考える

（開 設 期 間）
昭和62年10月19日（月） ～11月 9 日（月）

（開 設 日数及び時 間帯）
10日間，午後6 時 ～午後 8 時

（募 集 人 員 ）
一般成人 70名

（講 座 内 容）

回数 期 日 講 義 題

高齢化社会の現状と課題・

（会 場）
富山 大学経済学部 101番教室

（受 講 料 ）
3, 600円（受講料 の分納 はできません。 なお，

既納 の受講料 は還付しません。 ）
（申 込 方 法）

下記の申込書に記入のうえ， 受講料を添おて直
接大学へ持参されるか， 現金 書留で郵送して下
さい。

（申 込 期 間）
昭和62年 8 月 1 日～10月18日

（申込み ・問合せ 先）
4!J 930 富山市五福3190

富山 大学庶務部庶務 課まで
ft ( 0764) 41-1271（内線205' 206) 

目 講師氏名 所 属 ・ 職 名

1 10月19日〈月）
定 年制と雇用問題 竹川 慎吾 経 済 学 部 助 教 授

2 21日（水） 今後の経済動向と老後の生活 丹羽 昇 経 済 学 部 助 教 授

3 23日（金 ） 老年医学と生活 浅井 字 人 文 学 部 教 授

4 26日（月） 老人と家族関係 神川 康子 教 育 学 部 講 師

5 28日（水） フランス文学 に見られる老人の生き方 勝野 良一 教 養 部 教 授

6 30日（金 ） 年金 制度と老齢生活 山崎 清 経 済 学 部 教 授

7 11月2 日（月） 健康 生活と運動 河野 信弘
保健管理センタ一所長
教 育 学 部 教 授

8 4 日（水） 高齢者と家族の法律問題 松嶋 道夫 経 済 学 部 教 授

9 6 日（金 ） 高齢化社会と年金 制度 山崎 清 経 済 学 部 教 授

10 9 日（月） 今後における高齢化社会の課題と展望 中藤 康俊 経済学 部 教 授
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一健康 ・ ス ポー ツ教室ー

市民のスポーツ に対する関心 を高め普及するため， ジョギン グ ， バド ミ ントン， 硬式テニスを選んで， そ
れぞれ専門的な理論， 実技の指導 を行う。

（開 座 の 名 称） 健康・スポーツ教室
（開設 コース・募 集人員・受講対象等）

開設 コース名 募 集 人員 受 講対象者 備
ジョギ、 ング コー ス 2 0 名 一般男女
ノイド ミ ント ン コース 2 0 名 一般男女（初心者） ラケッ ト は貸出可
硬式テニス コー ス 1 5 名 t吊 人（初心者） 先着順

（開 設 期 間）
・ジョギシ グ コース 昭和62年 8月21日（金 ） ～9月 7 日 （月） の下記日程の9日間
・バド ミ ントン コース 昭和62年9月24日（木） ～10月2 日 （金 ） の下記日程の7 日間
・硬式テニス コース 昭和62年12月24日（木） ～12月27日（日） の下記日程の4 日間
（日程・開講時 間）

コご？一一一一旦日 8/21樹 24伺） 26(7.Kl 28 働 31伺） 9/2(7.k) 4 幽
18 : 00～ 18 : 00～ 18: 00～ 18 : 00～ 18 : 00～ 18 : 00～ 18 : 00 ～ 

ジョギング コース 20 : 00 20 : 00 20 : 00 20: 00 20: 00 20 : 00 20 : （〕O
2時間 2時間 2時間 2時間 2時間 2時間 2時間

考

5吐j
16: 00～ 
20 : 00 
4時間

月日I 9 /24肘 ｜ 25幽 28 伺） 29は） 印刷 I 10/ 1 肘

7 閃）
18 : 00～ 
20 : （〕O
2時間

2働
1 9 :00～12:0019:0ト12:00 19:00～12:0019:00～12:0019:00～12:001 9:00～i2:oa 9:00～ 11:00 ノイド ミ ントン コー ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 「
’ 3時間 ｜ 3時間 ｜ 3時間 ｜ 3時間 ｜ 3時間 ｜ 3時間 ｜ 2時間

25 樹 26吐） 27 （日）

硬式テニス コース 9:30～1 3:3019:30～13:3019:30～13:3019:30～12:30 
4 時間 I 4 時間 I 4 時間 ｜ 3時間

（会

（受 講

（申 込 方

場） ・ジ ョギング コース 富山 大学第 1 体育館他
・バド ミ ントン コース 富山 大学第 3 体育館
・硬式テニス コース 富山 大学第 1 体育館

料 ） ・ジョギング コース 3, 6 0 0円 、I （ただし 受講料の分納はできません。 なお
・ノイド ミ ントン コース 3 6 0 0円 トI 受講料は還付しません。 ）
・硬式テニス コース 3, 0 0 0円 .I 

法） 下記の受講申込書に記入のうえ， 受講料を添えて直接大学へ持参されるか， 現金 書留
で郵送して下さい。

（申 込 期 間） ・ジョギング コース 昭和62年8 月 1 日～ 8 月20日
・ノイド ミ ントン コース ，， ～9月23日
・硬式テニス コース II ～12月23日

（申込み・問合せ先） �930 富山市五福3190 富山 大学庶務部庶務課まで
岱（ 0764) 41-1271 （内線205 . 206) 

（講 座 内 容）
【ジョギング コース】 教育学部教授 山 地 啓 司

ウォー ミ ング アップの方法， トレー ニ ング 方法と スケジューJレの作り方 ， 走り方 ， コースの選定法，

シューズの選び 方， レース への参加と 準備の進め方等 について
- 17-



【バドミン ト ン コース】 教養部教授 福 田 明 夫 教育学部助教授 西 川 友 之
バドミン トン を始 めるための知識 ， フライト と基本 ストロ ーク，構えとフットワ ーク，ゲ ー ムの進め

方と審判， 勝つための戦法，ト レ ーニング とプログ ラム
【硬 式テニ ス コース】 教育学部助教授 山 下 三 郎 教養部助教授 北 村 潔 和

体力診断 及び体力 増進法， スト ロ ボ 等によ る技術診断 ， 実技で は各種 スト ロ ーク， スマッ シュ 等の
基礎 技術 とゲ ームの進め 方について

す＊合合官官 学 生 部 だ よ り 会すす食会食

第37回北陸三県大学学生交歓到す祭 日程表 当番 大学 金沢大学
昭和62年1 0月 17 日 ～ 12 月6 日

ぷ（ 10 月 11 月 12 月
1出7 日 18旧日） 2仕4 日） 2旧5 日） 7出日 8旧日） 1出4 日 1 5旧日） 2住1 日） 2旧2 日） 23伺日） 27幽日 28比日） 29旧日） 30何日）『 �日

日） A 
管弦楽 音工事〆� 今骨量
軽音楽 学生 会 館
合 唱 妻 宅舎 襲
邦 楽 室 生養会 館部
能 楽 台む2申 y

，、

美 術 義 生£ 筆
書 道 室 生養会 館部

茶 道
学教市生内養寺会 館部

院

放送劇 市 内 寺 院

落 語 書 集 会 警
写 真 学 生会 館

昭和62年度 北陸地区国立大学体育連盟表彰者 （本学分）

。 水 泳 部 福 井 有希夫
（実 績 ）

（昭和5 9年度）
北陸 地区 国 立大学体育大会 2 00mB r l 位

lOOmB r 1位
400 m メドレーリ レー1位

中部国公立水泳 競 技選手権 大会 lOOmB r 1 位
中部学生 水泳 競 技 選手 権 大会 l OOmB r 4位
全国 国公立大学 選手権 水泳 競 技大会lOOmF r4位
富山県選手権 大会 50mF r 1位

（昭和60年度）
北陸 地区 国立大学体育大会 2 00mB r 1 位

lOOmB r 1 位
l OOmF r 1 位

400 m メドレーリ レー1位
中部国公立水泳 競 技選手権 大会 2 00mB r l 位

8 00 m リ レー 1 位
中部学生水泳 競 技 選手 権 大会 lOOmB r 3 位
富山県民体育大会 lOOmB r 1 位

（工 学部機械 工学科4年）

全国 国公立大学選手権水泳 競 技大会 l OOmF r 3 位
（昭和61年度）

北陸 地区 国 立大学体育大会 2 00mB r 1位
l OOmB r 1位
l OO mF r  l 位

中部国公立水泳 競 技選手権 大会 lOOmB r 2 位
2 00mB r 2 位

400 m メドレーリ レー 2 位
8 00 m リ レー 2 位

中部学生水泳競技選手権大会 400 m メドレーリ レー4位
富山県民体育大会 lOO mF r  1位

富山県 選手 権 大会
国民体育大会夏 季水泳 競技

2 00 mIM l 位
l OO mF r  2 位
l OO mF r  18位
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第 39 回 北 陸 地 区 国 立大学 体育大会 団 体成績 一覧 表

種 目 優 勝 本不 1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 6 位

陸 上 競 技 金 沢 大 学 長 杯 金 沢 富 山 福 井 富 医 福 医

野 球
足晶三ョ，

山 大 学 長 杯 富 山 金 沢 福 井

庭 球 富 山 県 体 育 協 会 長 杯
金

富

沢山 富 医 福 井 福 医

軟 式 庭 球 石 J i  I 県 知 事 杯 （ 中 止 ）

卓 球 金 沢 市 長 杯 富 山 福 井 金 沢 福 医 富 医

男
ノ ミ守、 ド 、、、 ン ト ン 福 井 市 長 杯 金 沢 富 山 福 井 富 医

ノ ミ！、 レ ー ボ ー ル 福 井 県 知 事 キ不 金 沢 富 山 福 井 富 医

サ 、、F カ 石 Jll  県 知 事 杯 金 沢 富 山 富 医 福 医 福
井

ラ グ ビー ・ フ ッ ト ボー ノレ 富 山 県 知 事 杯 金 沢 富 山 富 医 福 井 福 医

食リ 道 福 井 県 議 会 議 長 杯 金 沢 福 井 富 山 富 医 福 医

柔 道 富 山 県 議 会 議 長 杯 福 井 富 山 金 沢 富 医

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 福 井 大 学 長 杯 金 沢 富 山 富 医 福 井 福 医

水 泳
金

福 井

沢

大

市

学

議

学

会

生

議

部

長

長 杯

杯
金 沢 富 山 福 井 富 医 福 医

ヨ '"I ト 石 川 県 議 会 議 長 杯 金 沢 富 山 富 医 福 井

子 準 硬 式 野 球 福 井 大 学 父 兄 後 援 会 杯 富 医 金 沢 福 井 富 山 福 医

ノ 、 ン ド ボ ー Jレ 金 沢 大 学 長 本不 金 沢 富 山 福 井 富 医

ク二工\J二 手 道 福 井 市 長 杯 金 沢 富 医 福 医 福 井 富 山

弓 道 富 山 大 学 長 杯 金 沢 富 山 福 井 富 医 福 医

体 操 福 井 市 議 会 議 長 杯 金 沢 福 井 富 医

自 動 車 金 沢 大 学 長 杯 富 山 金 沢 福 井

陸 上 競 技 富 山 県 体 育 協 会 長 杯 金 沢 富 山 福 井 富 医 福 医

庭 球 石 川 県 議 会 議 長 杯 金 沢 富 山
中

3

旬
， に4 位決定は1 0月

福 医

女

軟 式 庭 球 福 井 県 体 育 協 会 長 杯 （ 中 止 ）

卓 球 石 川 県 体 育 協 会 長 杯 富 山 福 井 金 沢 富 医 福 医

ノ 、t ド 、、、 ン ト ン 福 井 県 教 育 委 員 会 杯 金 沢 富 山 福 井 富 医 高 短

ノぜ レ ー ボ ー Jレ 富 山 大 学 後 援 会 長 杯 金 沢 富 山 福 井 富 医

剣 道 金 沢 大 学 長 杯 金 沢 富 山 富 医 福 井 高 短
子

ノf ス ケ ッ ト ボ ー Jレ 富 山 市 議 会 議 長 杯 金 沢 福 井 富 医 富 山 福 医 高 短

弓 道 金 沢 富 山 富 医 福 井

7｝く 泳 福 井 大 学 長 杯 富 山 金 沢 富 医 福 井 福 医

n『u



家庭教 師 ア ル バ イ ト の登 録 制 に ついて

家庭教師アルバ イ トについては， 希望者が多 いに
も か かわらず求人数 が少 な く 残念な がら希望者数 を
満 すまでにいた っていません 。そ乙で厚 生課では，

求 人数 の拡 大策をいろいろ検討 していると乙ろです。
乙の対策の一 環として希望者の状 況を的確に把握

し， 求 人 者に対し適 任者を適正 な 報酬 で迅速 に斡旋

す る乙と又 希望者には， 公平 に斡旋 するこ と等 を目

的に後学期か ら登録制とし， 登録者だけに斡旋 する

乙とにな りました ので， 家庭教師希望者で未登録 の
学生は， 至急厚 生課奨 学係で登録手続きをとって下

さ し、 。
な お， 登録制についての概 要は， 下記 のとおりです 。

記
1. 登録方法

厚 生課奨 学係で， 「家庭教師登録カード」及び

「家庭教師登録証 」用紙 の 交 付を 受け所定の事

項 を記 入 して提 出し確認後 「家庭教師登録証 」

（ 有効 期間は当該年度限り） を 受取る。

2. 斡旋申 込方法

求 人 があると学生部の掲示板 に掲示 するので，

希望者は， 厚 生課奨 学係へ 「家 庭教師登録証 」

を呈示 し希望する求人番号 を申し出て申込書に

登録番号等 所定 事項 を記 入する。

3. 斡旋方法

毎週 火曜 日 （前週 の水・木・金曜 日の求人 分）

と金曜 日 （前週 の土曜 日と当該週 の月・火 曜 日
の求 人 分） の1 3時に厚 生課奨学 係において， 各求
人毎 に申 込 者を抽 選により斡旋 し， 斡旋 者には
紹介状 を交付する。

た だし， 週 当り4時間を超えて家庭教師を実
施している者又 は指導 場所までの片道距離 が10
回 を超え る者は， これらに該 当しな い者 の後順
位とする。

4. 報告義務
求 人 者と面接した 者は， 速 やか に， その結果を厚
生課奨 学係へ報告 し， 登録証 に確認印を 受ける
乙と。

5. 標準時給額 （昭和62年度）
本学で斡旋 する家庭教師の標 準時給額 は， 次の
とおりであるので， よほどの変更 がな い限り乙
の時給額 K 従う乙と。

区 分｜小学生 ｜ 中 学生｜高校生 ｜ 備 考

時給額 I 1 ,  3001IJ I 1, soop:jl i, 6 001 I 交 通 費 別 途

（ 注） 1. 複 数 を同時に指導 する場合は， 対象
生徒時給額 の50 % 増とする。

2. 交通費は， 公共交通機関 を利用した
場合の額 を限度とする。

（厚 生課）

bタ／
ゑ
hy
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九川必仏以吋叫んW
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昭和61年度 ア ル バ イトの斡旋 状況

昭和61年度に学生部厚 生課で取り 扱 った アノレパ イ は月別の求 人件 数・求 人者 数・紹介者 数の状況を そ
卜 の斡旋 状 況 は次 のと お り で す。 表 I は 職種 別 れぞれ表わし た ものです。

のアノレバイトの斡 旋 状 況 及 び賃 金を， 表E ， 図I

表 I . 職種別 ア ル バ イ ト の斡旋状況及び賃金

昭和61 年 4 月 ～昭和62 年 3月

ぷh求 人件 数 求 人者 数 紹介者 数 具 体 例 賃 金

人 人 人 円
家庭 教師 3 3 6 3 3 6 2 9 3 家 庭 教師 時給 （中学生の場 合）

1, 2 0 0 ～1, 5 0 0 

塾 講 師 5 9 2 9 9 1 6 6 塾 の 講師 時給 8 0 0 ～1, 5 0 0 

事 務 4 2 1 7 5 1 3 1 
一般事務 ， 宛 名 書き， 校正 ，

日給 4, 0 0 0 ～6, 0 0 0 
電 話の応対

調 査 4 9  6 1 8 4 7 5 交通量 調査 ， 世論調査 1件 8 0 0 ～1, 3 0 0 

荷造 ， 運搬 ， 配 達， 製本 ， 倉庫整
重 労 働 4 1 2 2, 7 9 9 2 ,  1 9 0 理， 引っ越し， 工場 の雑 用， 清掃， 日給 5, 0 0 0 ～9, 0 0 0 

洗車 ， 商 品整 理， 新聞の配 達

文 書の封入 ， 発送， 軽度の包装 ，
軽 作 業 ・ 1 9 7 1 , 4 0 5 1, 0 4 7 箱 詰 ， 検 品 ， 測量 ， 駐車場 の整理， 日給 4, 0 0 0 ～7,0 0 0 
軽 労 働 歯 科助手， 場 内の監 視， 電 話受付，

店 内でのビ ラ配 り

タイプ， コン ピュ ーターのオペ レ

特 技 1 5 4 8 2 5 ー ター ， 電 子オルガ ン 演奏 ， ピア 日給 5, 0 0 0 ～ 8, 0 0 0 
ノの演奏

販 売店 員 2 7 4 8 8 7 5 8 3 商 品 販 売 日給 4,0 0 0 ～7, 0 0 0 

受付， ビ ラの戸別配 布， プールの

そ の 他 1 6 2 9 8 3 7 2 4 監 視補 助， イベ ントの手伝い， み 日給 3 4 0 0 ～9 0 0 0  
乙 し ひ き， 採点助手， 電 話で学習
指導

計 1, 5 4 6 7, 5 5 0 5, 6 3 4 
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表 II . 月 別 求人件数 ・ 求人者数 ・ 紹介者数 の 状況

昭和61年4月 ～昭和62年 3 月

なぞl 61年 62 年
計4 5 6 7 8 9 10 11 1 2  2 3 

求 人件 数 1 8 7  1 6 8  145 145 6 8  146 151 1 6 1  9 6  7 6  95 1 0 8 1, 546 

求 人者 数 6 2 2 8 96 7 7 0  6 3 1 3 35 8 6 7  8 1 6  8 3 8 45 3 3 15 5 3 1  476  7, 550 

紹介者 数 4 7 6  7 65 5 65 5 3 1  1 8 9  6 3 2 6 1 7  5 1 1  3 0 0  2 2 8  42 5 3 95 5, 6 34 

図 I 月 別求人件数 ・ 求人者数 ・ 紹介者数 の 状況
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昭和62年度学 生教育 研 究 災 害 傷 害保 険 加 入 状 況

（昭和62年 5 月 1 日現在）

＼ 入学年度 50 ・ 53～58 59 60 61 62 メ口当、 計 備 考

学X
在 加 加 在 加 加 在 在 加 加 在 ｜ 加 力日 在 力日 加
学 入 入 学 入 入 学 入 入 学 入 入 学 入 入 学 入 入

者 者 率 者 者 率 者 者 率 者 者 率 者 者 率 者 者 率

名 名 9ぢ 名 名 % 名 名 % 名 名 % 名 名 % 名 名 9ぢ

人 人 文 39 。 。 81 81 100 911 91 100 95 95 100 95 95 100 401 362 90. 3 

主回五" 学 18 2 1 1 . l  83 83 100 78 78 100 94 94 100 96 96 100 369 353 95. 7 

文 計 57 2 3.5 164 164 100 169 169 100 189 189 100 191 191 100 770 715 92. 9 

教
小 学 校 12 2 16.7 144 144 100 139 139 100 138 138 100 140 140 100 573 563 98. 3 

中 学 校 6 。 。 43 43 100 50 50 100 48 48 100 日 64 100 211  205 97. 2 

学 養 護 2 。 。 1 9  1 9  100 20 20 100 21  2 1  100 17 1 7  100 79 77 97.5 

育
幼 稚 園 2 。 。 28 28 100 27 27 100 30 30 100 26 26 100 113 1 1 1  98. 2 

計 22 2 9.1 234 234 100 236 236 100 237 237 100 247 247 100 976 956 98. 0 

経
経 済 43 6 14.0 1 16  1 16 100 120 120 100 160 160 100 1臼 164 100 603 568 94. 2 

経
店昌主ゐ 36 3 8.3 1 18 1 18 100 lHJ 119 100 142 142 100 144 144 100 559 527 94. 3 

済
経 営 法 14 1 7.1 55 55 100 60 60 100 1 19  1 19  1 00 122 122 100 370 357 96. 5 

計 93 10 10.8 289 289 100 299 299 100 421 421 1 00 430 430 100 t532 1;449 94. 6 

数 学 22 6 !27.3 41 41 100 41 41 100 42 42 100 45 45 100 191 1 75 91 . 6 

理
物 理 24 7 29.2 37 37 100 39 39 100 46 46 100 47 47 100 193 176 9 1 . 2  

イ ヒ 学 13 6 46.2 37 37 100 42 42 100 43 43 100 43 43 100 178 171 96. 1 

生 物 8 4 50.0 30 30 100 30 30 100 35 35 100 35 35 100 138 134 97. 1 

学 地 球 1 7  9 52.9 29 29 100 29 29 100 32 32 100 32 32 100 139 131 94. 2 

計 84 32 38.1 174 1 74 100 181 181 100 198 198 100 202 202 100 839 787 93. 8 

電 気 22 4 18.2 47 47 100 50 50 100 53 53 100 53 53 100 225 207 92. 0 

部 工 化 22 2 9.1 45 45 100 45 
工

45 100 47 47 100 48 48 100 207 187 90. 3 

金 属 27 1 3.7 37 37 100 38 38 100 43 43 100 43 43 100 188 162 86. 2 

機 械 31 2 6.5 50 50 100 51 51 100 53 53 100 53 53 100 238 209 87. 8 

生 産 19 1 5.3 39 39 100 41 41 100 43 43 100 43 43 100 185 167 90. 3 

学

イじ 学 27 4 14.8 38 38 100 38 38 100 43 43 100 43 43 100 189 166 87.8 

電 子 14 。 。 39 39 100 41 41 100 44 44 100 45 45 100 183 169 92. 9 

計 162 14 8.6 295 295 100 304 304 100 326 326 100 328 328 100 ,415 �267 89. 5 

メE弘3、 計 418 60 14.4 ll56 ll56 100 1,189 日89 100 1 ,371 ,371 100 � .300 1,398 100 :>,532 p,174 93. 5  

専 教 育 専 攻 科 ／ ／ ｜／ ｜／ 1 1 00 1 100 

攻 経済学専攻科 ／ レ／ I/ ／ 4 4 1 00 4 4 1 00 

科 計 ／ ／ ／ ／ 5 5 1 00 5 5 100 

大
人文科学研究科

。 。 。 ／ ／ 8 8 100 4 4 1 00 12 12 1 00 
v 

学
理 学 研 究 科 1 。 。 ／ ／ 25 25 100 32 32 100 部 57 98. 3 

工 学 研 究 科 。 。 。 ／ ／ 51 51 100 56 56 100 107 107 100 
院 ／ ／ 

計 1 。 o / ／ 84 84 100 92 92 100 1 77 1 76 99. 4  

b 口 計 。 。 一，＿＿.---.......-
，，，，， ....... 84 84 100 97 97 100 182 181 99. 5 ----
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000000 保 健 管理 セ ン タ ー だ よ り 000000

最近 ， 何か と 自 然 現象 の異変が マ ス コ ミ で取沙 汰
さ れ て い る が ， 私 の住 む 山 村 の 人 々 も ， 「不思議だ」

「 お か し い 」 「不気 味 だ 」 と 話 て い る 。
例 え ば ・ 駈弼I （ み み ず ） が少 な い ・ 蛇 （ へ び ） が例

年 の も の よ り 長 い ・ も じ な （ む じ な） が 出 る 0 ・ 熊
が 早 く 降 り て き て い る ・ 赤 と ん ぼが ま だ里 に 降 り
て 乙 な い ・ 蛙 が 9 月 だ と い う の に 鳴 い て い る ま
た ， 今 年 は 山草 （ う ど ， わ ら び ， す す た け 等 ） が少
な か っ た 。 草花 も 咲 き 方 が順調 で な く 前 後 し て い る

（狂 い 咲 き ） 。 だ ん の花 （ タ ニ ウ ツ ギ） が 5 月 ～ 6
月 に 咲 い て い た の に 9 月 に ま た ポ ツ ポ ツ 咲 い 古 い る 。
山紫陽花 も 6 月 下旬 か ら 7 月 に 咲 く の に ， 落 ち 乙 ぼ
れ の 花 が 9 月 に 入 っ て慌て 咲 く かの 如 く 小 さ く 咲 い
て い る 。 車窓か ら 見 え る 稲穂 も 6 月 に 天候 が良 す ぎ
て ， 長 く 伸 びす ぎ ， 彼方此方倒 れ て い る 様子が 自 に
入 る 。 今年 は ， 冬 が 早 い と い う 。

乙 れ ら の 異変 は ， 丁度 ， 安 政 5 年 の 鳶 山 の 崩壊時
代 と よ く 似 て い る と 人 々 は 口 に す る 。

動 ・ 植 物 は ， 我 々 人聞 に は 気 付 か な い何 ら かの ，
自 然 の リ ズ ム の変化を感知 し て い る の で あ ろ う 。

私 た ち は ， 自 然 の 変 化 環境 の変化 に順応 で き れ

ば よ い が ， 順応 で き ず ， 体調を崩 し ， 時 に は 精 神 的
iζ 挫折 す る 乙 と が あ る 。

自 然 の変化や環境 の 変 化 に ， 順応 す る た め に は ，
ま ず健 康で あ る と と で す 。

頭 も 心 も 飽和状態で は な く い つ も ど と か に 余裕
が あ り 空間 の あ る 乙 と が 大切 で す 。 換言すれ ば ， 心
に 余裕 が あ っ て融 通 の 利 く と と で す 。

・ 朝 ， 昼 ， 夜 の食事 内 容 の バ ラ ン ス ・ 運動 と 休
息 の バ ラ ン ス ま た 早寝 早起 き の 規則 正 し い生活を
す る よ う 心 が け ， そ し て常 に 物事に情熱を 注 ぎ ， 積
極 的 な活動力 乙 そ健康 の維持増進 に つ な が る の で す 。

心身 iζ 何か不調 を 感 じ た り ， 様 ざ ま な 問題 に ぶ つ
か っ た 時 ， 遠慮せず気軽 に セ ン タ ー に 来所 し て く だ
さ い 。 そ れ ぞれの 問 題 に つ い て ， 解決 で き る よ う 援
助す る と と ろ が セ ン タ ー な の で す 。 お 互 い に 話 し合
う 中 に 新 し い 発見が あ っ て 解 決 への糸 口 が見 つ か る
の で す 。

専 門 の 精 神 科 医 ， カ ウ ン セ ラ ー が 常 時 い ま す の で ，
い つ で も 尋 ね て く だ さ い 。

カ ウ ン セ ラ ー 高尾 テ ル ノ

私 た ち は ， 咋啄 （ そ っ た く ） の 機 に 近ず く べ く 努
力 い た し て お り ま す 。（ 日刊 の 雛 が 卵 殻 か ら 出 よ う と し て 鳴 く 声 。 \ 

啄 ＝ 母鶏 が そ の 声 を 聞 い て 外 か ら卵殻をつつ く 乙 と 。 ／

． 行事 予定
①第 5 回北陸地区国 立 5 大学合同 合 宿 セ ミ ナ ー

こ の セ ミ ナ ー は ， 日 頃思 っ て い る 乙 と ， 感 じ て い
る 乙 と な どを 自 由 に話 し 合 い ， ス キ ー 実 習 を 通 し て ，
新 し い対人関 係 ， 新 し い 自 己 を 発見す る た め の クツレ

ー プ合宿 で す 。 関 心 の あ る 方 は 是非参 加 し て く だ さ
し 、 。

期 日 昭 和 63年 3 月 2 日 ～ 4 日 （ 2 泊 3 日 ） （予定）
場 所 大 山 町 極楽坂 ス キ ー 場 （予定）
参加校 （富 山大学 ， 富 山 医科薬科大学 ， 金 沢大学 ，

福井大学 ， 福井 医科大学）
（ 日 程 ， 会費等 決 ま り 次第 お知 ら せ い た し ま す ）

②健 康 の 集 い
V T  R ， ス ラ イ ド を 観 な が ら ， ま た 自 由 に 語 り 合

い ， 実技 を通 し て 「健 康 に つ い て 大 い に 語 り ， 考 え
よ う 」 と い う 乙 と で ， 6 月 か ら 次 の テ ー マ で 実 施

（予定） し て い ま す 。
期 日 ， 内 容 に つ い て は ， そ の 都度 お 知 ら せ い た し

ま す 。 一人 で も 多 く の 参 加 を 期 待 い た し て お り ま す 。

月 日 ア 一 ．マ 備 考
6.24 ・ ス ポ ー ツに よ

巻
る 怪

き
我
方

と 応急処置
－ テ ー ピ ン グ の 学市核堰軍英�-f-·之－先J刈生盟市

・ エ イ ズへの対応 V T R 
10.21 ①

③
②

医

エ
エ

イ ズ と は何か
イ ズ そ の恐怖予防策
療関 係者の感染予防

12. 9 ・ 冬の健康 と 血圧 V T R 
2. 3 ・ 友 と 何ん で も 語 ろ う 座談会形式

． そ の 他
①学校 医 の 来所 日 程

毎週 ， 7.1<. ， 木 ， 金曜 日 の午後 ， 内 科 医 。 同 じ 水 曜
日 に 整形外科 医 。 ま た 第 3 火曜 日 に 眼 科 医 の学 校 医
が来所 さ れ ま す 。 診療 健 康 相 談等 に ど利用 く だ さ
い 。 尚 ， 前 日 ま で に 受付 窓 口 に 申 し 出 て く だ さ い 。
②栄養士相談

日 常 の食事 ， 栄養のバ ラ ン ス ， ま た は 身体不調時
の 食事等 に つ い て気軽 に 相 談 に お い で く だ さ い 。
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